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はじめに 

 

 

公立大学法人神戸市看護大学評価委員会は、地方独立行政法人法第78条の2の規定に基づ

き、公立大学法人神戸市看護大学の2021（令和３）年度業務実績について、教育研究の特性

や運営の自主性・自律性に配慮しながら、第一期中期目標（2019～2025年）の達成に向け、

中期計画の進捗状況等を確認し、多面的な観点から総合的に評価を実施した。 

本委員会が行う評価が、法人の自主的かつ積極的な業務運営の改善を促し、教育研究や地

域貢献の一層の質的向上につながることを期待する。 

 

 

 

〇評価の方法 

・ 法人の自己評価に基づいて行うことを基本とする 

・ 評価は、項目別評価（小項目評価、大項目評価）と全体評価により行う  

・ 法人は項目別評価のみを行う 

・ 項目別評価はＳ～Ｃの 4 段階評価を行う 

Ｓ 中期計画の達成に向け特筆すべき進捗状況である 

Ａ 中期計画の達成に向け順調に進捗している 

Ｂ 中期計画の達成に向けやや遅れている 

Ｃ 中期計画の達成に向け大幅に遅れている 

 

 

〇委員名簿 

（50音順・敬称略） 

 

氏  名 職  歴 

高見沢 恵美子 関西国際大学保健医療学部教授 

成 田  康 子 兵庫県看護協会会長 

船 山  仲 他 神戸市外国語大学名誉教授 

松 田  暉  思温病院特別顧問、大阪大学名誉教授 

松 山  康 二 公認会計士松山康二事務所 
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１．全体評価 

 

第 1 期中期計画の３年目となる 2021（令和３）年度は、前年度に引き続き、新型コロナ

ウイルス感染症への対応が継続する中、年度計画に無かった行政等に対する支援も含め、

中期目標及び中期計画の確実な達成に向けて、大学改革と自律的かつ効率的な運営に取り

組んだ結果、主に次のような成果が認められた。 

 

「第２ 社会的ニーズに対応した幅広く高い能力を持つ、看護人材の育成のための取組み」

では、WEB 上でのオープンキャンパスの実施や、過去の受験者データ等の分析に基づいた高

校訪問など、効率的・効果的により多くの受験生を確保するための取り組みを展開した。 

また、看護師・保健師・助産師の国家試験において、大学卒業者の全国平均を上回る非常に

高い合格率を維持するとともに、神戸市と連携して新たな市内就職促進策を検討するなど就

職・キャリア支援に積極的に取り組んだ。 

 

「第３ 学術研究、地域貢献活動、国際交流の推進等による、大学ブランドの確立」では、

新型コロナウイルス感染症への対応に係るこれまでの行政への支援に加え、学生によるワクチ

ン集団接種会場の運営支援や教職員によるワクチン職域接種に迅速に対応し、地域の保健医療

に大きく貢献した。 

  また、保健師育成のための体制整備等を目的とした「兵庫県保健師キャリア支援センター」

事業の採択を受け、各種研修を企画・実施するとともに、キャリア相談を実施するなど、県内

保健師の資質向上に取り組んだ。 

 

「第４ 業務運営及び財務内容の改善」では、優れた教職員の確保育成及び特性を生かす

人事・組織制度の構築に係る取組み等にやや遅れがみられるものの、ICT を活用した教育環

境の整備・充実や業務の改善に着実に取り組んだ。 

 

このような取組状況を踏まえ、総合的に評価した結果、『中期計画の達成に向け順調に

進捗している』と認められる。 

引き続き、保健・医療・福祉の教育研究拠点として、豊かな教養と看護の専門性を備え

た実践力のある看護人材の育成のみならず、質の高い教育研究活動に取り組み、人的資源

や教育研究成果を絶えず市民に還元するとともに、産学官の連携による地域貢献活動を展

開することを通じて、学術の発展と市民の健康と生活の質の向上に寄与されたい。 
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＜大項目評価及び小項目評価＞ 

項  目 大項目評価 

小項目評価 

  

項目数 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

第２ 社会的ニーズに対応した幅広

く高い能力を持つ、看護人材

の育成のための取組み 

Ａ 

順調に進捗 
８ ０ ８ ０ ０ 

第３ 学術研究、地域貢献活動、国際

交流の増進等による、大学ブ

ランドの確立 

Ａ 

順調に進捗 
１０ ２ ５ ３ ０ 

第４ 業務運営及び財務内容の改善 
Ａ 

順調に進捗 
１６ ０ １１ ５ ０ 

合  計  ３４ ２ ２４ ８ ０ 
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２．項目別評価（大項目評価） 

 

第２ 社会的ニーズに対応した幅広く高い能力を持つ、看護人材の育成のための取組み 

評価委員会評価 

評価 Ａ 

（評価理由） 

WEB 上でのオープンキャンパスの実施や、過去の受験者データ等の分析に基づいた高校

訪問など、効率的・効果的により多くの受験生を確保するための取り組みを展開した。 

また、看護師・保健師・助産師の国家試験において、大学卒業者の全国平均を上回る非常

に高い合格率を維持するとともに、神戸市と連携して新たな市内就職促進策を検討するなど

就職・キャリア支援に積極的に取り組んだ。 

以上のことなどから、中期計画の達成に向け順調に進捗していると認められる。 

 

法人自己評価 

評価 Ａ 

学部の優秀な学生の確保では、選抜方法について、市内優先枠の拡大のほか、2023 年度入

試から開始する「私費留学生試験・社会人試験」の導入に向けての整備を行った。また、広

報活動では、WEB オープンキャンパスやオンライン個別相談の実施、過去のデータを活用し

た高校訪問などを積極的に行った。さらに、2023 年度入学生から実施する入学金の減額につ

いて準備を進めた。 

学部教育では、阪神・淡路大震災や新型コロナウイルス感染症の対応を担った看護管理職

を講師として招聘した授業や、薬害に見舞われた方などを招聘した講演会を実施したほか、

ICT 活用や国際展開に対応できる看護人材育成のため、語学科目や情報系科目の充実を図っ

た。また、UNITY の単位互換制度の受講促進を図った。コロナ禍にあっても教育ボランティ

アによる教育を継続して行った。地域包括ケアシステムを体系的に学ぶことを含む地元創成

看護学実習を実習の中心に据えた、2022 年度から改正する新カリキュラムを作成し、文部科

学省から承認を受けた。教員の教育・実践能力の向上については、様々な FD 研修会のほか、

実習協議会、実習指導者研修会等を実施した。 

大学院の優秀な学生の確保では、新しく学内推薦と機関推薦の２つの枠組みからなる大学

院推薦入試を開始することを決定し、制度の概要を公開した。また、大学院生へのインセン

ティブとして優秀論文賞を授与した。 

大学院教育では、教育充実のためのニーズ調査を実施し、その結果を今後の科目内容の検

討に活かしていく。また、退学後の学位授与制度の原案を作成した。 

学生への支援では、コロナ禍における学生の生活面、健康面、経済面への影響と支援ニー

ズを把握するため学生生活調査を実施し、経済的支援が必要な学生には個別に対応したほ

か、結果を踏まえて次年度の環境整備を計画した。臨地実習のある２年生・３年生には、学

生支援基金を活用してインフルエンザワクチン接種の補助を行った。また、合理的配慮を必

要とする学生に対して教員間で支援方法等を情報共有しながら継続的な学習支援を行った

ほか、LGBTs 等性自認及び性指向を理由とした差別禁止及び解消に関する基本理念のホーム

ページでの公開や FD 研修会の実施を行った。大学院における学修に関しては、兵庫県立大

学大学院と本学の大学院科目を双方向で聴講できる方法について協議、検討した。 

就職・キャリア支援では、国家試験対策として模擬試験の受験を推奨し、模擬試験の結果

による担任からの学習支援を行った。さらに卒業生や４年生から就職活動や国家試験対策な

どの体験談を聞く機会を設けた。その結果、看護師・保健師・助産師の国家試験において合

格率の目標を達成した 

 以上のことから、中期計画の達成に向け、年度計画の執行は順調に進捗している。 
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第３ 学術研究、地域貢献活動、国際交流の推進等による、大学ブランドの確立 

評価委員会評価 

評価 Ａ 

（評価理由） 

新型コロナウイルス感染症への対応に係るこれまでの行政への支援に加え、学生によるワ

クチン集団接種会場の運営支援や教職員によるワクチン職域接種に迅速に対応し、地域の保

健医療に大きく貢献した。 

 また、保健師育成のための体制整備等を目的とした「兵庫県保健師キャリア支援センター」

事業の採択を受け、各種研修を企画・実施するとともに、キャリア相談を実施するなど、県

内保健師の資質向上に取り組んだ。 

 以上のことなどから、中期計画の達成に向け順調に進捗していると認められる。 

 

法人自己評価 

評価 Ａ 

 地域の保健医療への貢献として、新型コロナウイルス感染症軽症者宿泊療養施設の運営の

支援、市保健所の支援を行ったほか、神戸市からの依頼により新型コロナウイルスワクチン

集団接種会場の運営支援や、神戸市外国語大学との共催でワクチンの職域接種を実施した。 

地域課題の解決等を担う学術研究では、神戸市と適宜情報交換・報告を行いながら、ICT を

活用した相談事業、慢性疾患管理、多職種連携システム構築支援のモデル事業、「神戸市の

COVID-19 第４波時の訪問看護ステーション状況と関連要因の調査」の受託事業を実施した。

また、2020 年度の兵庫県補助事業を活用して実施した調査により８件の学会発表を行った。

産学連携としては、医療産業都市や健康創造都市に参画している民間事業者と、包括的な連

携のもと海外の看護リーダーの育成を通して医療の発展に寄与するため連携に関する協定

の締結に向けて準備を行った。 

 研究支援では、科研獲得プロジェクトを実施し、査読経験者による講演の実施、応募予定

者に対するグループディスカッション、個別支援を実施したが、新規採択率・新規申請率と

もに目標を達成できなかった。また、「研究環境整備・研究活動支援に関する調査」を実施

し、研究費執行マニュアルおよび研究環境改善の新たな示唆を得るとともに、昨年度からの

継続事業として「いちかん Research Gallery」や「ランチョンセミナー」など研究交流の機

会を設けた。 

研究倫理の確保では、倫理審査教育である eラーニングや倫理講習会の開催や、公的研究

費の不正防止対策のためのオンラインによるコンプライアンス研修を実施し、いずれも受講

対象者全員が受講した。また、文部科学省の「公的研究費の管理・監査のガイドライン」改

正により、学外の公認会計士をモニタリング実施者に加え、内部監査を行い、監査体制を強

化した。 

研究成果の発信では、紀要の発行及びホームページでのリポジトリへの掲載を行った。 

地域と連携した教育研究活動等では、神戸市・こうべ市民福祉振興協会との共催で住民を

対象としたフレイルチェックを実施した。また、教育ボランティア導入授業や交流会を実施

した。コロナ禍における地域包括ケアを担う専門職の人材育成としては、兵庫県下訪問看護

ステーションを対象とした各種研修を実施した。 

市民との交流促進では、コラボカフェやオンラインによる市民公開講座、専門職講座など

を実施した。図書館の学外者利用については、本学の感染症対策会議の方針に合わせて実施

した。 

地域の看護人材の供給では、在学生及び卒業生のキャリア支援のための情報提供、卒業生

用 LINE アカウントの設定、地域の看護識者に対しての研修実施や、兵庫県保健師キャリア

支援センターの事業として、県内保健師に対する卒業後の資質向上に向けて各種研修の企

画・実施やキャリア相談を行った。 
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国際交流の推進では、英語を母語とする教員が中心となり「English Extra!」を実施した。 

海外の看護系大学との交流としてベトナム・ダナン大学との交流イベントをオンラインで実

施した。また、神戸市からの紹介で、台湾の大阪事務所の来訪を受け、今後台湾の大学を新

たな学術交流相手先の候補として検討することとした。しかし計画していた国内の日本語学

校の学生への看護系大学への入学に関する意向調査や、EPA ナースとの交流等は実施できな

かった。 

 以上のことから、中期計画の達成に向け、年度計画の執行は順調に進捗している。 
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第４ 業務運営及び財務内容の改善 

評価委員会評価 

評価 Ａ 

（評価理由） 

 優れた教職員の確保育成及び特性を生かす人事・組織制度の構築に係る取組み等にや

や遅れがみられるものの、ICT を活用した教育環境の整備・充実や業務の改善に着実に

取り組んだ。 

以上のことなどから、中期計画の達成に向け順調に進捗していると認められる。 

法人自己評価 

評価 Ａ 

 効率的で機動的な組織運営体制の構築では、2021 年４月にいちかんダイバーシティ看護開

発センターを発足し、テーマごとに横断的な８グループを設置、教員が希望するグループに

所属し、各グループが新たな取り組みを進めた。組織運営では、運営調整会議で大学運営に

ついての方針の検討を行い、同会議が理事会、各種審議会等での協議事項を調整する役割を

果たしており、運営体制の定着が図られた。また、法人本部に広報戦略室を設置し、入試関

連情報の分析に基づき、高校訪問、オープンキャンパス等の戦略的な広報を実施した。 

 開かれた大学運営の推進では、理事会の理事、経営審議会、教育研究審議会、学長選考会

議の委員改選にあたり、引き続き外部委員に就任いただいたほか、地域の声を聴くため、い

ちかんダイバーシティ看護開発センターで研修等を実施した際はアンケートを実施した。 

優れた教職員の確保育成では、いちかんダイバーシティ看護開発センターの事業推進のた

め特任教員を３名採用したが、特任教員の就業規則が未整備であったため検討を始めた。新

カリキュラムに合わせた教員の公募・採用や、災害看護・国際看護の新たな教授枠を設けて

公募・採用を行ったほか、研究科に公衆衛生学、統計学等を担当する特任教員１名の採用を

決定した。また、実習指導者の導入授業においてファシリテーターを招聘したほか、１科目

につき年間１回、外部講師を招聘できる科目特別講師制度を導入した。教員評価制度につい

ては、教員活動評価規程及び委員会規程を策定し、次年度その試行結果を評価し、制度内容

を精査することとした。また、有期雇用職員の雇用契約更新要綱を策定し、有期契約職員の

評価を行い、契約更新に活用した。 

教育環境の整備・充実では、シミュレーション施設の効果的な整備等を図るため、いちか

んダイバーシティ看護開発センターで行うことを決定した。また、文部科学省の大学改革推

進等補助事業のうち、実習等に資するシミュレータ等の DX 設備整備について応募し、選定

されたことに伴い、教職員からなるプロジェクトチームを立ち上げた。 

自己点検・評価、情報公開では、ホームページにて、自己評価、評価委員会の評価結果、

財務情報に加え、規程等についても公開した。2022 年度の分野別評価受審の準備を進めると

ともに、2023 年度予定の機関別認証評価受審に向けて、分野別評価も含めたスケジュールを

作成した。また、コロナ禍における本学の教育・研究・地域貢献を軸に行政をはじめ、学内

外の諸機関と連携協力し、パンデミックに対処したおよそ２年間の本学の記録誌をまとめ

た。 

教職員の健康管理については、教職員のメンタルヘルス調査の結果、課題が見つかった。 

教職員のコンプライアンスについては、研修に加え、不正事案のメール配信や意識調査ア

ンケートを行うことにより、不正防止に対する意識の向上を図ることができた。 

学生納付金については、経済的困窮者に対して適切な対応を行うとともに利便性の高い納

付方法を検討した。 

多様な自己収入の確保では、修学支援基金について国から承認を得たほか、それ以外の寄

附に係る規程の制定等を行い、制度面の整備を行った。 

業務改善については、事務局における事業ボリュームを見極めながら必要な体制の確保を

行ったほか、学務システム見直しの方向性を決定した。 

以上のことから、中期計画の達成に向け、年度計画の執行は順調に進捗している。  
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２．項目別評価（小項目評価） 

第２ 社会的ニーズに対応した幅広く高い能力を持つ、看護人材の育成のための取組み 

法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

１ 入学者選抜及び学部教育 

（１）優秀な学生の確保 

①アドミッションポリシー（入学者受

入れの方針）に沿った選抜試験を実

施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アドミッションポリシーに照らし、各入試制

度の意図、入試科目、問題、面接マニュアル

等の妥当性を検証し学内で共有していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入試枠組みごとに、班分けし、過去の経緯に関しても、適切な入

試になっているか検証した。しかし、妥当性の検証は継続中であ

り、全体像を学内全体では共有できていない。一方、改善できる

ところから取り組みを始めており、学部のアドミッションポリ

シー（AP）の根底にある多様な背景（ダイバーシティ）の観点か

ら、入試に関しては「私費留学生試験・社会人試験」の導入に向

けて整備をした。また、大学院においては、博士課程前期の一部

分について、学生の確保ができていないので、新しい大学院入試

として「推薦入試」の導入を決定した。これらは学内で公表され

ている。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年度計画を順調に実施し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②卒業後の市内就職に向けた地域の高

校からの受け入れ促進や、他の分野

での経験を有する社会人、海外から

の留学生等多様な人材の受入れな

ど、入学者の受入れ・選抜方法を国

公立などの他大学の動向や市内就職

の推移にも留意しながら、継続的に

見直していく。 

・市内優先枠の人数の検討を行うとともに、本

学の特長をどう発展させていくか全学的に議

論し、そのコンセンサスを地域の高校生や進

学指導者にも広く周知広報を行う。 

・2023 年度入試から開始する社会人枠、留学生

枠の入試について、アドミッションポリシー

に沿って、その具体的な内容を詰めて、周知、

広報していく。 

・市内優先枠を拡大するとともに、市内優先枠の定義を従来の居

住地条件だけでなく、市内の高校の卒業生（予定者を含む）も

位置づける制度に改定していくこととした。 

 

・2023 年度入試から開始する社会人枠、留学生枠の入試につい

て、広報体制の見直しや受け入れ体制の確認を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③本学が期待する入学者像を明確化す

るとともに、受験者層のニーズや社

会一般の看護への関心を把握しなが

ら、オープンキャンパスの実施や、

ホームページの充実、地域の高等学

校との連携等による受験生、保護

者、進学指導者への積極的な広報活

動を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

・入試関連情報を受験生および進学指導者に明

確かつタイムリーに伝えることを念頭に、特

にコロナ禍の対応として、受験生向けに、学

校紹介の動画などホームページ等の充実を

図るとともに、従来のオープンキャンパスに

加え、小規模の学校見学会を試行的に実施す

る。 

 

・高校等での入試説明会を効果的に進めるため

の広報ツールをパッケージした広報用コン

テナボックスを作成するとともに、大学案内

などのパンフレット等の改訂・作成を検討す

る。 

 

 

・新たな取り組みとして、ホームページ上で「WEB オープンキャン

パス 2021」を実施（10 月１日～３月 31 日）し 2,270 件のアク

セスがあった。10 月には「オンライン個別相談」を２日間（16

日・24 日）実施し、18名の参加があった。また、積極的に学校

見学を受け入れるため、団体・個人ともにホームページから見学

申込を受け付けるシステムを構築した。 

 【実績】 

  ・学校見学 団体３件、個人 11 件（19 人） 

・「高校訪問」「大学見学」において使用する広報ツールのパッケー

ジ化を行った。 

・『大学案内』について、来年度発行版より、デザイン・内容とも

に完全リニューアルを行うため、２月より仕様の検討を開始し、

３月に提案業者の公募を実施した。 

・2023 年度入学生から実施する入学金の減額（△141 千円）につ

いて準備を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④入試データの蓄積・分析及び学生募

集に関する広報活動を行う体制を強

化する。 

 

 

 

 

 

 

・入試データの分析を通じて、オープンキャン

パス、学校訪問・説明会、学校見学会の開催

などの広報の在り方について効率的・効果的

な方針を立て、実行する。 

 

 

 

 

 

・過去の「出身高校別 出願者・合格者数データ」および「出身地・

就職先所在地の関係性を示したデータ」に基づき、「重点校」「出

願者数減少校」「新規開拓校」を指定した。「重点校」は３年に１

回程度、「出願者数減少校」「新規開拓校」は毎年指定して訪問す

ることとし、今年度は計 10 校の高校を訪問し、大学概要説明と

ヒアリングを行った。 

・「学校見学」についても、同様の基準に基づき、２パターンのプ

ログラムを作成し、対象校に応じてより効果的な対応を行うこ

ととした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




